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シイタケ栽培ハウスにおける雪山冷房システムの経済効果 
小杉用高，○今泉直人，全潤樹（長岡技科大院），上村靖司（長岡技科大） 

 
１．はじめに 
 新潟県魚沼市の雪山冷房システムを導入したシイタ
ケ栽培ハウスについて， 2013年 7月から 9月にかけて
温湿度や使用電流などの各種データを測定し，冷房効
果の調査を行った結果を昨年報告した 1)． 
 本報告では消費電力の測定データやコストに関する
ヒアリング結果をもとに，経済性に関する評価と雪山
の融解シミュレーションを行った結果を報告する． 

２．施設概要 
 雪山の雪解け水をポンプを用いてハウス内の熱交換
ファンまで送り，循環させることによって冷熱エネル
ギーを取り出し冷房している．雪山は５月の時点で
約 900ｔあり，その表面は約 20ｃｍの厚さのもみ 
殻と飛散防止シートで覆われている． 

 

 

 
３．経済性の評価 
既存冷凍機と雪山冷房システムの経済性比較を行っ

た．結果を表 1 に示す．電気料金は東北電力の低圧電
力の料金，減価償却費算出に必要となる耐用年数は総
務省の省令をそれぞれ参考にした． 
 

 

 
あ表に示すとおり，既存の空気熱源 HP の年間費用 24
万円に対して，雪山冷房システムは 18.5万円と空気熱
源 HPの 77%の費用で稼働できることがわかった． 
その理由は断熱材に農業廃材であるもみがらを利用

し，工事全般を内製で行ったこと，農地に水勾配をつ
けるだけで土木工事を行っていないこと，などによる．
ランニングコストは，雪利用により熱源コストが不要

となり，雪山築造費を入れても半額ほどとなった． 
 
 

 
４．雪山融解シミュレーション 
 Degree-day法をベースとした雪山の融解シミュレー
ション 2)を行った結果（図 2），良い精度で体積，高さ
ともに予想できることが示された．このシミュレーシ
ョン結果から求めた雪山の融解要因内訳は，熱輸送ロ
スが 17%，自然融解が 27%であり，冷熱利用が 56%であ
ることがわかった． 
５．まとめ 

 もみ殻被覆した雪山を使った温室用雪山冷房システ
ムについて，空気熱源ヒートポンプとの年間費用を比
較したところ，2割以上のコスト低減が実現できること

が明らかになった．これらの結果から雪山冷房システ
ムは既存の冷房機器よりも消費エネルギーで安価な冷
房を行えることが判明した． 
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図 1 雪山冷房システムの原理 

表 1 年間費用(千円/年) 
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図 2 シミュレーション結果 

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60% 

70% 

80% 

90% 

100% 

自然融解 
86 [GJ] 

冷熱利用 

 180 [GJ] 

熱輸送ロス 
54[GJ] 

5/14日時点の雪山の冷熱エネルギー 
320 [GJ] 

図 3 雪山融解原因内訳 


